
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-04-29

合評会報告 : デュルケーム／デュルケーム学派研究
会著『社会学の基本　 デュルケームの論点』（二〇
二一年、学文社）を読む

(Citation)
社会学雑誌,38:261-262

(Issue Date)
2021-07-31

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/E0042504

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/E0042504

白鳥, 義彦



261

『社会学の基本　デュルケームの論点』（二〇二一年、学文社）を読む

discipline/ 

を
参
照
）。Penser avec Ém

ile Durkheim
: Les fondem

ents 
de la sociologie

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
タ
イ
ト
ル
も
付
さ
れ
た
本
書

は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
論
点
を
四
三
の
命
題
に
よ
っ
て
紹
介
し
よ
う

と
い
う
試
み
で
あ
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
本
人
の
著
作
か
ら
の
命
題
に

加
え
、
そ
の
学
派
や
同
時
代
の
思
想
家
そ
し
て
批
判
や
継
承
に
か
か

わ
る
命
題
も
ふ
く
め
て
多
角
的
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
迫
ろ
う
と
す

る
、
い
わ
ば
「
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
あ
る
（
中
島
道
男
に
よ
る

「
ま
え
が
き
」
か
ら
、p.i 

）。
本
書
は
、
Ⅰ 

社
会
と
人
間
へ
の
視
座

（
六
命
題
）、
Ⅱ 

分
業
・
連
帯
・
社
会
病
理
（
六
命
題
）、
Ⅲ 

道
徳
・

家
族
・
教
育
・
政
治
（
八
命
題
）、
Ⅳ 

聖
な
る
も
の
と
集
合
表
象
（
六

命
題
）、
Ⅴ 

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
と
同
時
代
の
思
想
家
（
六
命
題
）、

Ⅵ 
批
判
と
継
承
（
五
命
題
）、Ⅶ 

現
代
社
会
学
へ
の
影
響
（
六
命
題
）

と
い
う
七
部
に
分
け
ら
れ
た
四
三
の
命
題
と
、
ま
え
が
き
、
導
入
に

合
評
会
報
告

　
　

―
―�

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会
著
『
社
会
学
の
基
本　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
論
点
』（
二
〇
二
一
年
、
学
文
社
）
を
読
む
―
―

神
戸
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
に
お
け
る
私
の
前
任
者
で
あ

る
大
野
道
邦
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
二
〇
〇
〇
年
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会
の
二
〇
年
間

の
活
動
、
な
ら
び
に
同
研
究
会
を
母
体
と
す
る
科
研
費
「
社
会
学

の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
再
生
は
い
か
に
し
て
可
能
か
―
―
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
社
会
学
を
事
例
と
し
て
―
―
」（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表
者

　

中
島
道
男
、
二
〇
一
五
年
度
～
二
〇
一
八
年
度
）
の
成
果
と
し

て
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
『
社
会
学
の
基
本　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
論

点
』（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会
著
、
中
島
道

男
・
岡
崎
宏
樹
・
小
川
伸
彦
・
山
田
陽
子
編
、
学
文
社
）
が
刊
行

さ
れ
た
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会
に
つ
い

て
はhttp://fjosh524.in.coocan.jp/durkheim

ian/index.htm
 

を
、 

ま
た
同
科
研
に
つ
い
て
はhttp://fjosh524.in.coocan.jp/
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き
っ
か
け
と
し
て
、
本
書
を
実
際
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

て
も
嬉
し
く
思
う
。

あ
た
る
「
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
は
誰
か
」、
三
つ
の
コ
ラ

ム
、
あ
と
が
き
、
文
献
表
、
索
引
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
（
全

体
で
、
ｘ
＋
二
四
九
頁
）、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
の
、
さ
ら
に
は
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
を
出
発
点
と
し
て
社
会
学
そ
の
も
の
へ
の
、
立
体
的
な
案

内
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
大
野
先
生
の
遺
稿
も
収
載
さ
れ
て

い
る
。

本
書
の
刊
行
を
受
け
て
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
一
日
（
日
）
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
、
第
四
〇
回
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
学
派
研
究
会
例
会
（
同
会
は
、
年
二
回
の
例
会
を
開
催
し
て

き
て
い
る
）
に
お
い
て
、
合
評
会
が
行
わ
れ
た
。
以
下
の
二
編
の
書

評
は
、
こ
の
合
評
会
に
お
け
る
報
告
の
内
容
を
原
稿
に
ま
と
め
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
合
評
会
に
際
し
て
は
、「
ト
ピ
ッ
ク
の
イ

メ
ー
ジ
」
と
し
て
、「
・
本
書
の
趣
旨
や
構
成
に
つ
い
て
／
・
取
り

上
げ
た
命
題
の
妥
当
性
／
・
個
別
の
項
目
に
つ
い
て
：
内
容
や
書
き

ぶ
り
の
注
目
点
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
／
・
全
体
と
し
て
『
社
会
学
の
基

本
』
と
い
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
／
・
教
科
書
と
し
て
の
意

義
や
課
題
：
特
に
、“
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
再
生
”
と
い
う
本
書
刊
行
の

ね
ら
い
の
ひ
と
つ
に
照
ら
し
て
／
・
そ
の
他
自
由
に
（
建
設
的
な
批

判
も
大
歓
迎
で
す
）
／
・
寄
稿
さ
れ
た
方
：
執
筆
の
苦
労
や
工
夫
」、

と
い
う
こ
と
が
予
め
示
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
た
。
合
評
会
で
は
、

報
告
者
お
よ
び
参
加
者
に
よ
っ
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
本
書
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
紹
介
お
よ
び
評
価

に
つ
い
て
は
以
下
の
二
編
の
書
評
に
譲
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
評
を


